
徳
島
県
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

徳
島
県
税
条
例
（
昭
和
二
十
五
年
徳
島
県
条
例
第
三
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
二
十
条
の
二
十
四
」
を
「
第
二
十
条
の
二
十
三
の
三
」
に
、「
第
三
十
五
条
」
を
「
第
三
十
四
条
の
三
」
に
改
め
る
。

第
二
十
条
の
十
二
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
法
人
の
均
等
割
の
課
税
免
除
）

第
二
十
条
の
十
二
の
二

法
第
二
十
五
条
第
一
項
第
一
号
の
非
課
税
地
方
独
立
行
政
法
人
以
外
の
地
方
独
立
行
政
法
人
で
あ
つ
て
、
地
方
独
立
行
政
法
人
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
十
八

号
）
第
二
十
一
条
第
三
号
チ
の
病
院
事
業
を
行
う
も
の
（
以
下
「
病
院
事
業
を
行
う
地
方
独
立
行
政
法
人
」
と
い
う
。）
に
対
し
て
は
、
県
民
税
の
均
等
割
を
課
さ
な
い
。

第
二
十
条
の
十
六
第
一
項
第
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

公
益
社
団
法
人
又
は
公
益
財
団
法
人

第
二
十
条
の
十
六
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
県
民
税
の
減
免
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
毎
年
四
月
三
十
日
ま
で
に
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
県
民
税
の
減
免
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
法
人
税
法
第
七
十
四
条

第
一
項
に
規
定
す
る
法
人
税
の
申
告
書
の
提
出
期
限
ま
で
に
、
そ
れ
ぞ
れ
知
事
が
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
章
第
四
節
中
第
二
十
条
の
二
十
四
の
前
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
不
動
産
取
得
税
の
課
税
免
除
）

第
二
十
条
の
二
十
三
の
三

病
院
事
業
を
行
う
地
方
独
立
行
政
法
人
が
不
動
産
を
次
の
各
号
に
掲
げ
る
不
動
産
と
し
て
使
用
す
る
た
め
に
取
得
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
不
動
産
の
取

得
に
対
し
て
は
、
不
動
産
取
得
税
を
課
さ
な
い
。

第
三
十
四
号

徳
島
県
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

徳
島
県
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
五
年
二
月
十
八
日
提
出

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門
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一

そ
の
病
院
事
業
の
用
に
供
す
る
不
動
産
（
そ
の
利
用
に
つ
い
て
対
価
又
は
負
担
と
し
て
支
払
う
べ
き
金
額
の
定
め
の
あ
る
施
設
で
規
則
で
定
め
る
も
の
の
用
に
供
す
る
も
の
を
除

く
。）

二

そ
の
設
置
す
る
看
護
師
養
成
所
に
お
い
て
直
接
教
育
の
用
に
供
す
る
不
動
産

三

そ
の
設
置
す
る
寄
宿
舎
で
看
護
師
養
成
所
に
係
る
も
の
に
お
い
て
直
接
そ
の
用
に
供
す
る
不
動
産

第
二
章
第
七
節
中
第
三
十
五
条
の
前
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
自
動
車
取
得
税
の
課
税
免
除
）

第
三
十
四
条
の
三

病
院
事
業
を
行
う
地
方
独
立
行
政
法
人
が
救
急
自
動
車
又
は
主
と
し
て
へ
き
地
巡
回
診
療
の
用
に
供
す
る
自
動
車
を
取
得
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
自
動
車
の
取

得
に
対
し
て
は
、
自
動
車
取
得
税
を
課
さ
な
い
。

第
四
十
八
条
の
二
第
三
項
中
「
開
設
者
」
及
び
「
当
該
公
的
医
療
機
関
」
の
下
に
「
又
は
病
院
事
業
を
行
う
地
方
独
立
行
政
法
人
」
を
加
え
る
。

附
則
第
三
十
七
項
中
「
つ
い
て
は
、」
を
「
係
る
平
成
二
十
五
年
十
二
月
一
日
前
に
開
始
す
る
法
第
五
十
二
条
第
二
項
第
四
号
に
規
定
す
る
期
間
に
係
る
法
人
の
県
民
税
の
減
免
に
つ
い

て
は
、
当
該
法
人
を
」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
十
条
の
十
六
第
一
項
第
一
号
及
び
附
則
第
三
十
七
項
の
改
正
規
定
並
び
に
次
項
の
規
定
は
、
同
年
十
二
月

一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

次
に
掲
げ
る
法
人
の
う
ち
法
人
税
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
三
十
四
号
）
第
二
条
第
九
号
の
二
に
規
定
す
る
非
営
利
型
法
人
に
該
当
す
る
も
の
に
係
る
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
に
開

始
す
る
地
方
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
第
五
十
二
条
第
二
項
第
四
号
に
規
定
す
る
期
間
に
係
る
法
人
の
県
民
税
の
減
免
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

一

前
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
規
定
の
施
行
の
際
現
に
存
す
る
一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人

二

前
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
規
定
の
施
行
の
際
現
に
存
す
る
特
例
民
法
法
人
（
一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人
に
関
す
る
法
律
及
び
公
益
社
団
法
人
及
び
公
益
財
団
法
人
の
認

定
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
五
十
号
）
第
四
十
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
特
例
民
法
法
人
を
い
い
、
同
法
第
四
十

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
存
続
す
る
も
の
に
限
る
。）
で
あ
っ
て
平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
同
法
第
百
二
十
一
条
第
一
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
同
法
第
百
六

条
第
一
項
の
登
記
を
し
た
も
の

提
案
理
由

県
の
政
策
医
療
の
確
保
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
地
方
独
立
行
政
法
人
が
経
営
す
る
病
院
に
つ
い
て
、
そ
の
経
営
の
安
定
化
を
図
り
、
地
域
の
医
療
提
供
体
制
を
維
持
す
る
た
め
、
非
課
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税
地
方
独
立
行
政
法
人
以
外
の
地
方
独
立
行
政
法
人
で
あ
っ
て
病
院
事
業
を
行
う
も
の
に
係
る
県
税
の
課
税
免
除
の
措
置
を
講
ず
る
等
の
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
条
例
案
を
提
出
す

る
理
由
で
あ
る
。
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